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肉じゃがといえば？
「牛肉だ！」「豚肉だ！」

図1・2のように，地域によって異なる文化がみられる
のはなぜだろうか。

文化の地域性と多様性
13

　図形の大きさが数値の大きさを表現してい
る。数値を読み取るときには凡

はん

例
れい

（図中の記号
などの意味を示したもの）に注目する。

図形表現図を
読み取ろう11
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時代に農耕に使われていた牛馬の分布【中
西僚太郎（1994）ほか】
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」　鮭
さけ

が川をさかのぼ
る東日本では，鮭は古くからの伝統食であり，新年を迎

むか

える際には年取り魚として鮭を食べた。これに対して西
日本の祝い魚は鰤や鯛

たい

である。千
ち

曲
くま

川
がわ

で鮭漁が行われた
長
なが

野
の

県では，北部で鮭文化，南部で鰤文化がみられる。1「肉」といえば何をさすか（2010年ごろ）【『新日本言語地図』】
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　　　　　　　　　　　　　出身地の異なる人と話をすると，例え

ばカレーや肉じゃがのような家庭料

理に入れる肉の種類や，正月にどのような雑
ぞう

煮
に

を食べるかが話題に

なることがある。図1は日本全国の方言で「肉といえば何の肉を意

味するか」を調査した結果をあらわしたものである。これを見ると

わかるように，東日本では豚
ぶた

肉
にく

，西日本では牛肉が代表的な肉とみ

なされ，消費されているが，九
きゅう

州
しゅう

のように牛・豚・鶏
にわとり

のいずれも

多くみられる地域もある。このような文化の地域差はどのように形

づくられるのだろうか。

　図3は明
めい

治
じ

時代に農耕に使われていた牛馬の分布を示している。
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·中
ちゅう

国
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地方は牛耕がほとんどで，東日本は馬耕が多く，九州は

いずれも多くみられるなど，図1の分布とよく似ている。この地域

差の起源は江
え

戸
ど

時代にまでさかのぼり，牛のおもな産地が西日本に，

馬は東日本に分布したことや，西日本で生産された牛は西日本で，

東日本の馬は東日本で流通したことなどが背景にある。明治以降，

肉を食べる習慣が広まり，肉用の大規模生産に不向きな馬のかわり

に豚が飼育され，豚肉が東日本を中心に普
ふ

及
きゅう

したと考えられる。

文化の地域的多様性

研究編への
リンク

① p.28 「凡例」 参照
② p.50 「文化」 参照

つかみの
ネタ

　私たちが何気なく食べているサツマイモ・ジャ
ガイモ・サトイモ・ヤマノイモ・コンニャクイモ
の中で日本原産のものはどれだろうか。答えは
「ヤマノイモ」のみ。サツマイモやジャガイモは中
南米，サトイモは東南アジア，コンニャクイモは
インドシナ半島がそれぞれ原産地だといわれる。
ちなみに，熱帯の学習でよく聞くタロイモはサト
イモの仲間，ヤムイモはヤマノイモの仲間である。

身近な「イモ」のルーツ

　東北地方以南では「瓦」葺きの屋根が多くみられ
る一方，東北地方以北では「トタン」葺きの屋根が
多くみられる。「瓦」は夏に日射熱を遮断し，冬に
日射熱を吸収できるため，古くから温暖な地域に
広まったが，寒冷な地域では冬季の雪の凍結・融
解の繰り返しによって「瓦」が割れてしまうため，
「トタン」葺きが主流となった。

冬の寒さと「屋根」葺きの
ちがい

授業中の
一休み本時のねらい

・地域によって文化が異なる理由
について理解する。
・文化は持続することもある一方
で，変容することもあることを
理解する。

学習の流れ

（1）導入の問いかけ。
　発問「『肉』といえば，何の肉を
想像するか。」
　肉じゃが，カレーなどに入っ
ている肉を聞くと答えやすい。

（2）資料1を読み取る。
　発問「図1を見て，それぞれの
肉がどのように分布しているか，
隣の人とペアになって説明して
みよう。」
　大部分が豚肉と牛肉で東西に
分かれていることを読み取らせ，
Ｑを提示する。

（3）資料3と資料1を比較する。
　発問「図3と図1を比較すると，
どのようなことが言えるだろ
う。」
　耕牛の多かった地域で牛肉が，
耕馬の多かった地域で豚肉が多
いことに気づかせる。

（4）文化が地域的に多様な理由を
説明する。

図4・5をもとに，異なる材料
で似た料理があるように，地域
の環境や歴史によって文化に多
様性が見られることをおさえる。

（5）資料6を読み取って，文化の
均質化について理解する。
　発問「かたつむりの呼び方はど
のように変化しただろうか。」
　カタツムリ・デンデンムシの
2種類が全国的に広まったこと
を読み取らせ，文化が均質化し
ていることを確認する。沖縄な
ど，一部の地域では変容してい
ない理由を考えさせてもよい。

（6）本時の振り返り。
　Ｑの解答を各自で考えさせ，
ほかの人と意見交換をさせる。
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本時のポイント
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言語を用いた学習などによって世代をこえて伝えられ，
継承される知識や技術などを何というか，答えなさい。

牛肉を食べる文化が西日本を中心に広がっている理由につい
て，本文中の語句を使ってまとめなさい。チェックA チェックB

4中
ちゅう

国
ごく

の小麦麺
めん

（左）と東南アジアの米粉麺・フォー（右：ベトナム）　小麦や雑
ざっ

穀
こく

の食
文化をもつ中国北部では，小麦を細長い麺に加工して食べる文化が生まれた。その一
方で，米が主食の東南アジアでは米粉を使った麺類文化がみられる。

5いもでつくった練り粥
がゆ

（上：トーゴ）ととうもろこし
粉でつくった練り粥・ウガリ（下：ケニア）　サハラ以
南アフリカでは，主食類を湯で練り上げた熱々の練り
粥が好まれる。いも類や料理バナナの栽

さい

培
ばい

に適した熱
帯雨林気候の地域と，とうもろこしなどの穀物の栽培
に適したサバナ気候の地域では，食材は異なるが料理
の形状はよく似ている。

6「かたつむり」の方言分布の変化【『新日本言語地図』
ほか】　上の図では近

きん

畿
き

地方を中心として同心円状に
方言が分布しているが，下の図ではカタツムリとデン
デンムシが全国的に広がっている。
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　　　　　　　　　　　　　文化とは，言語を用いた学習などによ
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れる知識 ·技術 ·生活習慣である。地域のなかで大人から子どもへ

学習によって伝えられるほか，はやり言葉のようにまねをすること

によって伝わることもある。

　例えば，「食べる」という行
こう
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い

は人類に共通のものだが，「何をど

のように食べるか」は，地域のもつ環
かん

境
きょう

や歴史の影
えい

響
きょう

を受けて選
せん

択
たく

され，地域の食文化として形づくられてきた。これが文化が地域的

多様性をもつ理由である。

　伝統的な社会では，文化は同じ地域に住み，同じ言葉を話す人々

の間で伝
でん

承
しょう

されるため，地域的なまとまりをもつことが多く，民族

や言語のちがいが文化の多様性を生み出す大きな原動力になる。

　　　　　　　　　　　　　現代は，メディアや情報通信技術の発

達，学校教育の普及，グローバル化の

影響などにより，情報の伝わる速度が速くなり，範
はん

囲
い

も拡大されて

いる。そのため，地域の文化が変容し，均質化する傾
けい

向
こう

がみられる。

　一方で，生まれ育った故郷の文化に愛着をもち，伝統を守りたい

という気持ちは，だれもが共通にもっており，これが地域の文化を

持続させる力になる。自らの文化に愛着をもつ一方で，他者の文化

を理解，尊重することが重要である。

なぜ文化は地域的に
多様なのか

p.62

45

p.62

文化の持続と変容 p.42

6

③ p.55 「民族」 参照
④ p.40 「情報通信技術」 参照

解答例
チェックA

文化

チェックB

江戸時代から西日本には牛のお
もな産地が分布し，牛が流通し
ていたため，明治以降，肉を食
べる習慣とともに牛肉を食べる
文化が西日本に広がったから。

クエスチョン

文化は同じ言語を話す人びとの
間で共有されやすく，また地域
の環境や歴史の影響を受けなが
ら形成・持続するため，地域ご
とに特徴的な文化が形成され，
文化の地域的多様性が生じる。

2「新巻鮭」と鰤の入った「博多雑
煮」
　長野県などの内陸の県でもなぜ
魚が食されたのかを考える。長期
保存のため塩漬けになった魚が食
べられたと言われている。それだ
け内陸の県にとっては海産物が貴
重であったので，新年のハレの日
に重宝されたということも伝える。

（つぶやき)ジャズ
アメリカ南部は奴隷として連れて
こられたアフリカ系の民族が多い
地域だったことをおさえる。労働
者の讃歌であるブルースを元に，
アメリカで彼らが手にした楽器を
用いて，ヨーロッパ系音楽と融合
する形式で発展した歴史がある。
発問「ジャズがアメリカ合衆国の
南部で生まれたのはなぜだろう
か。」

資料の活用のしかた

・ 伝統的な社会では，同じ地域に住み同じ言葉を話す人々の間で伝
承される。
　→民族や言語のちがいが文化の多様性を生み出す大きな原動力に。
●文化の持続と変容
・ メディアや情報通信技術の発達，学校教育の普及，グローバル化
の影響
　→地域の文化が変容し，均質化する傾向がみられる。
・故郷の文化への愛着は地域の文化を持続させる力にもなる。
　→ 自らの文化に愛着をもつ一方で，他者の文化を理解，尊重する
ことが重要である。

●文化の地域的多様性
・文化には地域差が存在している。
（例）東日本では豚肉，西日本では牛肉が代表的な肉。
　↑（理由）明治時代以降の農耕に使われていた家畜の違いによる。
　　　東日本では馬耕が多かったが、肉用の大規模生産には不向き。
●なぜ文化は地域的に多様なのか
・文化…… 言語を用いた学習などによって，世代をこえて伝えられ，

継承される知識・技術・生活習慣のこと。
→地域の持つ環境や歴史の影響を受けて形づくられてきた。
→地域的多様性が存在する。
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方で，米が主食の東南アジアでは米粉を使った麺類文化がみられる。

5いもでつくった練り粥
がゆ

（上：トーゴ）ととうもろこし
粉でつくった練り粥・ウガリ（下：ケニア）　サハラ以
南アフリカでは，主食類を湯で練り上げた熱々の練り
粥が好まれる。いも類や料理バナナの栽

さい

培
ばい

に適した熱
帯雨林気候の地域と，とうもろこしなどの穀物の栽培
に適したサバナ気候の地域では，食材は異なるが料理
の形状はよく似ている。

6「かたつむり」の方言分布の変化【『新日本言語地図』
ほか】　上の図では近

きん

畿
き

地方を中心として同心円状に
方言が分布しているが，下の図ではカタツムリとデン
デンムシが全国的に広がっている。

200km0

カタツムリ デンデンムシ ナメクジ マイマイ ツブリ デーロ

［1960年ごろ］

［2010年ごろ］
N

　　　　　　　　　　　　　文化とは，言語を用いた学習などによ

って，世代をこえて伝えられ，継
けい

承
しょう

さ

れる知識 ·技術 ·生活習慣である。地域のなかで大人から子どもへ

学習によって伝えられるほか，はやり言葉のようにまねをすること

によって伝わることもある。

　例えば，「食べる」という行
こう

為
い

は人類に共通のものだが，「何をど

のように食べるか」は，地域のもつ環
かん

境
きょう

や歴史の影
えい

響
きょう

を受けて選
せん

択
たく

され，地域の食文化として形づくられてきた。これが文化が地域的

多様性をもつ理由である。

　伝統的な社会では，文化は同じ地域に住み，同じ言葉を話す人々

の間で伝
でん

承
しょう

されるため，地域的なまとまりをもつことが多く，民族

や言語のちがいが文化の多様性を生み出す大きな原動力になる。

　　　　　　　　　　　　　現代は，メディアや情報通信技術の発

達，学校教育の普及，グローバル化の

影響などにより，情報の伝わる速度が速くなり，範
はん

囲
い

も拡大されて

いる。そのため，地域の文化が変容し，均質化する傾
けい

向
こう

がみられる。

　一方で，生まれ育った故郷の文化に愛着をもち，伝統を守りたい

という気持ちは，だれもが共通にもっており，これが地域の文化を

持続させる力になる。自らの文化に愛着をもつ一方で，他者の文化

を理解，尊重することが重要である。

なぜ文化は地域的に
多様なのか

p.62

45

p.62

文化の持続と変容 p.42

6

③ p.55 「民族」 参照
④ p.40 「情報通信技術」 参照

解答例
チェックA

文化

チェックB

江戸時代から西日本には牛のお
もな産地が分布し，牛が流通し
ていたため，明治以降，肉を食
べる習慣とともに牛肉を食べる
文化が西日本に広がったから。

クエスチョン

文化は同じ言語を話す人びとの
間で共有されやすく，また地域
の環境や歴史の影響を受けなが
ら形成・持続するため，地域ご
とに特徴的な文化が形成され，
文化の地域的多様性が生じる。

2「新巻鮭」と鰤の入った「博多雑
煮」
　長野県などの内陸の県でもなぜ
魚が食されたのかを考える。長期
保存のため塩漬けになった魚が食
べられたと言われている。それだ
け内陸の県にとっては海産物が貴
重であったので，新年のハレの日
に重宝されたということも伝える。

（つぶやき)ジャズ
アメリカ南部は奴隷として連れて
こられたアフリカ系の民族が多い
地域だったことをおさえる。労働
者の讃歌であるブルースを元に，
アメリカで彼らが手にした楽器を
用いて，ヨーロッパ系音楽と融合
する形式で発展した歴史がある。
発問「ジャズがアメリカ合衆国の
南部で生まれたのはなぜだろう
か。」

資料の活用のしかた

・ 伝統的な社会では，同じ地域に住み同じ言葉を話す人々の間で伝
承される。

　→民族や言語のちがいが文化の多様性を生み出す大きな原動力に。
●文化の持続と変容
・ メディアや情報通信技術の発達，学校教育の普及，グローバル化
の影響

　→地域の文化が変容し，均質化する傾向がみられる。
・故郷の文化への愛着は地域の文化を持続させる力にもなる。
　→ 自らの文化に愛着をもつ一方で，他者の文化を理解，尊重する
ことが重要である。

●文化の地域的多様性
・文化には地域差が存在している。
（例）東日本では豚肉，西日本では牛肉が代表的な肉。
　↑（理由）明治時代以降の農耕に使われていた家畜の違いによる。
　　　東日本では馬耕が多かったが、肉用の大規模生産には不向き。
●なぜ文化は地域的に多様なのか
・文化…… 言語を用いた学習などによって，世代をこえて伝えられ，

継承される知識・技術・生活習慣のこと。
→地域の持つ環境や歴史の影響を受けて形づくられてきた。
→地域的多様性が存在する。

②

③

④



地域によって異なる文化がみられるのはなぜだろうか。

問１ 「肉」といえば，何の肉を想像するだろうか。

問２ 図１を見て，それぞれの肉がどのように分布していることが分かるだろうか。

問３ 図３と図１を比較すると，どのようなことが言えるだろうか。

問４ 文化が地域的に多様な理由を考えてみよう。

問 かたつむりの呼び方はどのように変化しただろうか。

問 本時のまとめ 地域によって異なる文化がみられるのはなぜだろうか。

学学習習日日：：     月 日  
年 組 番

氏氏名名：：

学学習習をを  

ふふりり返返ろろうう

１．地域によって文化が異なる理由について理解でき
た。 × ・ △ ・ 〇 ・ ◎

２．文化は持続することもある一方で，変容すること
もあることを理解できた。

× ・ △ ・ 〇 ・ ◎

⑬ 文化の地域性と多様性

肉じゃがといえば？ 「牛肉だ！」「豚肉だ！」
本時のねらい ・地域によって文化が異なる理由について理解する。

・文化は持続することもある一方で，変容することもあることを理解する。

教科書ｐ

肉じゃがに入っている肉
は？ カレーに入ってい
る肉は？

牛肉と豚肉に注目するとどんなこ
とが分かるかな。隣の人とペアにな
って話し合ってみよう。

現在はどの呼び方が多いかな。また，沖縄な
どでは呼び方が変わっていない理由も考え
てみよう。

あなたの考え

第１章 人々の生活文化と多様な地理的環境

あなたの考え

の多かった地域では牛肉が， の多かった地域では豚肉が多い。

あなたの考え

あなたの考え

あなたの考え


